




 

先天性甲状腺機能低下症のマス・スクリーニングが行われるようになって以来,典型的な甲

状腺機能低下症が発見されると同時に,いわゆる一過性高 TSH 血症といった複雑な病像を

示す症例も報告されている。それらの症例は原則として甲状腺ホルモンレベルには異常が

なく,無治療にて経過を観察さされていることが多い。われわれは代償された甲状腺機能低

下症と考えられる症例につき2年以上経過を観察しているので,その経過と問題点をあげ,

今後の参考になればと思っている。 


